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あとがき

　本書は、沖縄県がん診療連携協議会相談支援部会と琉球大学医学部附
属病院がんセンターが中心となって2011年から毎年2万部発行し、改
定を重ね、この2017年版で累計14万部となりました。主に通院先の医
療機関の主治医やその他の医療者を通じ、沖縄県内に住むすべてのがん
患者さんが使ってくださることを目指して無料で配布しています。また、
薬局、市町村役場、保健所、図書館等でも手に取っていただけます。
　本書が沖縄県のがん患者さんとそのご家族のこれからの暮らしのお役
に立てますよう、編集委員一同祈念しております。

沖縄県がん診療連携協議会相談支援部会部会長
琉球大学医学部附属病院がんセンター長・診療教授

増田 昌人

この先のこと

他に尋ねたいこと

◎ 治る可能性はありますか？

◎ 前回の診察から今回までに　　　　　　　　　　　　な状況の変化

　 （生活面、身体面、心理面）がありました。

◎ 先々の見通しは？ ( どれくらい生きられますか？ )

　 それを知りたい理由は　　　　　　　　　　　　　　　だからです。

◎ 私がどうしても優先したい（続けたい）もの（こと）は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　です。

◎ 私の病気についての心配ごとや悩みを相談してもよいですか？

◎ この病気とうまくやっていくための何かアドバイスはありますか？

心のこと

家族のこと
◎ 家族ががんになるリスクは高くなりますか？

◎ 家族の心配ごとや悩みは誰に相談すればよいですか？
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